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一　

問
題
の
所
在

明
代
の
神
魔
小
説
『
封
神
演
義
』
に
は
︑
李
雲
翔（
１
）・
褚
人
獲
・
周
之
標
に
よ
る
計
三
種
の
序
文
が
存
在
す
る
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
「
李

序
」「
褚
序
」「
周
序
」
と
呼
称
）︒
李
序
は
︑
現
存
最
古
の
明
版
と
目
さ
れ
る
舒
載
陽
・
舒
冲
甫
刊
本（
２
）（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
の
み
に
掲

載
さ
れ
︑
出
版
の
経
緯
を
語
る
唯
一
の
序
文
で
あ
る
︒
褚
序
は
︑
明
末
清
初
の
文
人
褚
人
獲
が
『
封
神
演
義
』
を
校
訂
し
出
版
し
た
際

に
著
し
た
も
の
で
︑
清
代
以
降
の
多
く
の
版
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
以
上
の
二
序
が
比
較
的
多
く
の
読
者
や
研
究
者
の
目
に
触
れ
て

き
た
の
に
比
べ
︑
周
序
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
︒
序
文
の
内
容
に
重
要
性
が
見
出
さ
れ
ず
︑
選
者
周
之

標
の
人
物
像
も
不
明
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
要
因
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
『
封
神
演
義
』
の
版
本
系
統
や
成
書
の
経
緯
を
検
討
す
る
上
で
︑

十
分
注
意
す
べ
き
序
文
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
ず
︑
無
窮
会
織
田
文
庫
所
蔵
の
上
図
下
文
の
文
簡
本
は
周
序
の
み
を
「
封
神
演
義
序4

」（
傍

点
は
筆
者
に
よ
る
︒
以
下
同
）
と
題
し
て
掲
載
す
る（
３
）︒
ま
た
褚
序
を
冠
す
る
版
本
（
文
繁
本
）
の
一
部
が
周
序
を
「
封
神
演
義
原
序

4

4

」

と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら（
４
）︑
褚
人
獲
は
周
序
本
を
校
訂
の
原
本
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
た
だ
し
︑
そ
の
原
本
が
文
簡
本
で
あ
っ
た

と
は
考
え
難
い
）︒
加
え
て
︑
織
田
文
庫
蔵
本
は
舒
本
よ
り
も
古
い
本
文
を
留
め
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（
５
）︑
李
序
と
周
序
の

先
後
も
問
題
と
な
る
︒
仮
に
周
序
が
よ
り
古
い
序
文
で
あ
る
な
ら
ば
︑
舒
本
を
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
通
説
の
妥
当
性
や
︑
李

序
の
語
る
出
版
経
緯
の
信
憑
性
も
再
検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
︒

本
稿
で
は
周
序
の
内
容
検
討
に
先
立
ち
︑
ま
ず
序
文
撰
者
で
あ
る
周
之
標
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
︒
彼
が
編
纂
し
た
書
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籍
の
序
跋
や
内
容
等
を
中
心
に
︑
そ
の
活
動
の
内
容
お
よ
び
時
期
︑
交
友
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
︑『
封
神
演
義
』
周
序
の
理

解
︑
ひ
い
て
は
作
品
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

二　

周
之
標
の
編
著
活
動

正
史
や
地
方
志
に
周
之
標
の
伝
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
︒
彼
の
著
作
等
に
書
か
れ
た
署
名
か
ら
︑
字
は
君
建
︑
長
洲
（
現
江
蘇
省
蘇

州
）
の
人
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
︒
そ
の
編
集
・
出
版
活
動
を
整
理
し
た
先
行
研
究
と
し
て
戚
昕
「
明
代
女
性
出
版
家
周
之
標
」（『
新

世
紀
図
書
館
』
二
〇
一
二
年
第
十
期（
６
））︑
王
麗
媛
「
周
之
標
編
輯
出
版
活
動
叙
録
」（『
大
衆
文
芸
』
二
〇
一
四
年
第
二
十
期
）
が
あ
る
︒

活
動
内
容
ご
と
に
分
類
す
る
と
以
下
の
通
り
（
括
弧
内
は
本
稿
中
の
呼
称
）︒

（
一
）
編
纂

（
１
） 

散
曲
選
集（
７
）

 

① 

『
呉
歈
萃
雅
』
四
巻

 

② 

『
新
刻
出
像
点
板
増
訂
楽
府
珊
珊
集
』
四
巻
（『
珊
珊
集（
８
）』）

（
２
） 

花
案

 

③ 

『
呉
姫
百
媚
』
二
巻
附
一
巻

（
３
） 

女
性
詩
文
集

 

④ 

『
女
中
七
才
子
蘭
咳
集
』
五
巻
（『
蘭
咳
集
』）

 

⑤ 

『
女
中
七
才
子
蘭
咳
二
集
』
八
巻
（『
蘭
咳
二
集
』）

（
４
） 

文
言
小
説
集

 

⑥ 

『
古
小
説
香
螺
巵
』
十
巻
（『
香
螺
巵
』）

（
５
） 

駢
文
集

 

⑦ 

『
四
六
琯
朗
集
』
八
巻
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（
二
）
鑑
定
・
参
閲

 
⑧ 

胡
貞
波
『
周
君
建
鑑
定
古
牌
譜
』
二
巻
（『
古
牌
譜
』）

 
⑨ 
沈
自
晋
『
広
輯
詞
隠
先
生
増
訂
南
九
宮
詞
譜
』
二
十
六
巻
（『
南
詞
新
譜
』）

（
三
）
序
文

 

⑩
『
新
刻
鍾
伯
敬
先
生
批
評
封
神
演
義
』（『
封
神
演
義
』）

 

⑪
『
鐫
李
卓
吾
批
点
残
唐
五
代
史
演
義
伝
』（『
残
唐
五
代
史
演
義
伝
』）

（
四
）
そ
の
他
（
戚
論
文
・
王
論
文
に
は
未
載
）

 

⑫
『
万
錦
清
音
』
花
集
「
空
閨
感
夢
」

 

⑬
『
買
愁
集
』
巻
三
哀
書
「
天
涯
女
子
」「
小
青
焚
余
詩
」
批
語
・
唱
和
詩
賦（
９
）

筆
者
は
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
︑
改
め
て
著
述
内
容
や
関
係
人
物
等
を
調
査
し
︑
周
之
標
の
事
蹟
を
よ
り
詳
細
に
考
察
し
た
︒
そ

の
結
果
を
以
下
に
記
載
す
る
︒
た
だ
し
白
話
小
説
に
関
わ
る
⑩
⑪
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
割
愛
し
︑
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
︒

①　
『
呉
歈
萃
雅
』
四
巻

中
国
国
家
図
書
館
︑
復
旦
大
学
図
書
館
︑
国
立
故
宮
博
物
院
（
台
湾
）
等
蔵
︒
影
印
が
『
善
本
戯
曲
叢
刊）
（1
（

』
に
収
録
さ
れ
る
︒

南
曲
の
散
曲
選
集
︒
元
・
亨
・
利
・
貞
の
四
巻
に
分
か
れ
︑
前
二
巻
は
散
曲
︑
後
二
巻
は
戯
曲
（
伝
奇
）
か
ら
あ
る
一
段
を
抜
粋
し

た
︑
い
わ
ゆ
る
散
齣
を
収
め
る
︒
各
巻
頭
に
「
茂
苑
　
梯
月
主
人
選
輯
／
古
呉
　
隱
之
道
民
校
點
」
と
あ
り
︑
巻
首
に
周
之
標
の
「
題

辭
」
二
件
と
︑
梯
月
主
人
の
「
小
引
」
お
よ
び
「
呉
歈
萃
雅
選
例
」︑「
呉
歈
萃
雅
曲
律
（
魏
良
輔
曲
律
十
八
條
）」
を
掲
載
す
る
︒
た
だ

し
︑
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
八
冊
本
（
善
本
・
索
書
号
一
二
四
〇
九
）
は
二
件
の
周
之
標
「
題
辭
」
の
間
に
梯
月
主
人
の
「
叙
呉
歈

萃
雅
」
を
有
し
︑
こ
の
「
叙
呉
歈
萃
雅
」
の
末
尾
に
「
萬
曆
丙
辰
菊
月
哉
明
茂
苑
梯
月
書
」︑「
小
引
」
の
末
尾
に
「
丙
辰
臘
月
望
日
梯

月
主
人
走
筆
漫
題
」
と
あ
る
︒
万
暦
丙
辰
は
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六）
（（
（

）︒

周
之
標
の
名
は
題
辞
に
し
か
見
え
な
い
が
︑
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八
三
年
）
で
は
選
輯
者
の
梯

月
主
人
が
す
な
わ
ち
周
之
標
で
あ
り
︑
周
之
標
は
明
代
万
暦
頃
の
画
家
周
之
冕
（
一
五
二
一
―
？
）
の
兄
弟
行
で
は
な
い
か
と
推
測
す
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る）
（1
（

︒
梯
月
主
人
と
い
う
号
は
張
読
『
宣
室
志
』
所
収
の
「
周
生
」
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
︒
唐
の
大
和
年
間
︑
道
術
を
善
く
す
る
周

生
と
い
う
人
物
が
︑
数
百
の
箸
に
縄
を
か
け
て
梯
と
な
し
︑
そ
れ
を
用
い
て
月
を
取
っ
て
き
た
︑
と
い
う
内
容
で
あ
る
︒
後
述
す
る
『
蘭

咳
二
集
』
の
支
如
璔
序
に
も
︑「
古
に
周
先
生
な
る
者
有
り
︑
筋
數
百
条
を
取
り
︑
繩
あ
み
て
以
て
之
に
駕
し
︑
曰
く
︑
我
此
に
梯
し
て

月
を
取
ら
ん
︑
と
（
古
有
周
先
生
者
︑
取
筋
數
百
条
︑
繩
以
駕
之
︑
曰
我
梯
此
取
月
）」
と
「
周
生
」
の
故
事
を
引
い
て
お
り
︑
こ
れ
に

対
比
し
て
周
之
標
を
「
今
之
周
先
生
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
︑
梯
月
主
人
は
す
な
わ
ち
周
之
標
の
号
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る）
（1
（

︒

こ
の
散
曲
集
は
鑑
賞
者
向
け
で
は
な
く
︑
歌
手
の
実
用
に
供
す
る
目
的
で
作
ら
れ
て
い
る
︒
巻
首
「
呉
歈
萃
雅
選
例
」
に
は
曲
牌
の

正
確
さ
や
発
音
︑
押
韻
の
表
記
に
配
慮
し
た
旨
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
︑
実
際
に
正
文
中
の
歌
詞
に
は
様
々
な
記
号
が
附
さ
れ
て
い
る
︒

②　
『
新
刻
出
像
点
板
増
訂
楽
府
珊
珊
集
』
四
巻

中
国
国
家
図
書
館
︑
国
立
故
宮
博
物
院
（
台
湾
）
蔵
︒
影
印
が
『
善
本
戯
曲
叢
刊）
（1
（

』
に
収
録
さ
れ
る
︒

『
呉
歈
萃
雅
』
の
続
編
に
あ
た
る
散
曲
選
集
で
あ
る
︒
文
・
行
・
忠
・
信
の
四
巻
に
分
か
れ）
（1
（

︑
各
巻
の
構
成
や
演
者
向
け
で
あ
る
点
も

『
呉
歈
萃
雅
』
に
等
し
い
︒
各
巻
頭
に
「
呉
中
宛
瑜
子
手
定
」
と
あ
り
︑
巻
首
に
周
之
標
「
增
訂
珊
珊
集
小
引
」
お
よ
び
来
虹
閣
主
人

「
凡
例
」
を
掲
載
す
る
︒
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
で
は
宛
瑜
子
と
来
虹
閣
主
人
を
周
之
標
の
号
と
す
る
︒
周
之
標
の
小
引
に
︑

「『
珊
珊
集
』
の
増
訂
を
自
ら
行
っ
た
（
仍
屬
余
手
增
訂
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
︒
宛
瑜
子
に
つ
い
て
は
次
章
に
て
検
証
し
た

い
︒
王
重
民
は
さ
ら
に
天
啓
帝
朱
由
校
の
「
校
」
字
を
避
諱
し
な
い
点
か
ら
︑
万
暦
間
の
刻
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る）
（1
（

︒

本
書
に
は
刊
記
や
序
年
が
見
え
な
い
︒
し
か
し
以
下
の
記
述
に
よ
っ
て
︑
あ
る
程
度
︑
成
立
時
期
を
限
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
︒

「
凡
例
」
の
第
一
条
に
「
此
の
刻
︑
名
は
其
の
舊
き
に
仍よ

る
も
︑
曲
は
其
の
新
た
な
る
を
摘
す
︒
卽
ち
戲
曲
は
『
西
樓
』
の
如
く
︑『
千

古
十
快
』
の
如
く
︑『
鷫
鸘
裘
』
の
如
く
︑
倶
に
新
出
の
傳
奇
に
し
て
他
刻
中
の
未
だ
載
せ
ざ
る
所
な
り
（
此
刻
名
仍
其
舊
︑
曲
摘
其

新
︒
卽
戲
曲
如
『
西
樓
』︑
如
『
千
古
十
快
』︑
如
『
鷫
鸘
裘
』︑
倶
新
出
傳
奇
︑
他
刻
中
所
未
載
）」
と
あ
る
︒
巻
四
（
信
集
）
に
袁
于

令
『
西
楼
記
』『
鷫
鸘
裘
記
』
お
よ
び
周
之
標
『
千
古
十
快
記
』
か
ら
抜
粋
し
た
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
『
西
楼
記
』
は
徐

朔
方
「
袁
于
令
年
譜
（
１
５
９
２
～
１
６
７
４
）」（『
浙
江
社
会
科
学
』
二
〇
〇
二
年
第
五
期
）
に
よ
れ
ば
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一

〇
）
の
作
と
い
う
︒
ま
た
『
鷫
鸘
裘
記
』
に
つ
い
て
も
︑
何
熅
婷
「︽
鳳
求
凰
︾
改
変
自
︽
鷫
鸘
裘
︾
之
考
辨
」（『
蜀
学
』
第
八
輯
︑
二

〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
『
西
楼
記
』
と
同
時
期
の
作
品
と
い
う
︒
周
之
標
の
戯
曲
に
つ
い
て
は
︑『
遠
山
堂
曲
品
』
の
著
者
た
る
祁
彪
佳
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（
一
六
〇
二
―
一
六
四
五
）
が
崇
禎
二
～
三
年
（
一
六
二
九
―
一
六
七
〇
）
に
袁
于
令
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
︑
周
之
標
の
「
新
曲
」
や
︑

「
新
本
」
の
『
千
古
十
快
記
』
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
求
め
て
い
る
︒

　
以
前
に
仁
兄
が
了
承
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸
曲
の
︑
古
曲
は
「
黄
孝
子
」・「
十
孝
」
等
︑
新
曲
は
周
君
建
の
作
︑
こ
れ
ら
は
甚
だ

渇
望
し
て
い
た
も
の
で
︑
知
己
に
頼
ま
な
け
れ
ば
再
び
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん）
（1
（

︒

　
仁
兄
が
も
し
佳
作
の
伝
記
を
見
か
け
た
ら
︑
ど
う
か
記
録
係
に
命
じ
て
書
き
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
︒
私
は
そ
の
筆
写
の
礼
金

を
用
意
し
て
︑
何
か
の
つ
い
で
に
お
送
り
頂
け
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
︒
以
前
︑
私
の
手
紙
で
熱
心
に
お
願
い
し
た
の
は

古
い
作
品
で
す
︒
新
し
い
も
の
と
し
て
は
︑
周
君
建
の
「
十
快
」・「
魏
璫
伝
奇
」︑
范
香
令
の
「
花
筵
賺
」・「
楊
雄
斑
管
」︑
顧
九

疇
乃
翁
の
「
天
公
酔
」
な
ど
も
︑
す
べ
て
一
目
見
て
み
た
い
で
す
︒
ど
う
ぞ
仁
兄
の
お
心
に
留
め
お
き
く
だ
さ
い）
（1
（

︒

つ
ま
り
『
珊
珊
集
』
は
『
呉
歈
萃
雅
』
成
立
の
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
以
降
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
以
前
︑
か
つ
袁
于
令

『
西
楼
記
』『
鷫
鸘
裘
記
』
の
成
立
し
た
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
か
ら
も
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
増
訂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

「
校
」
字
を
避
け
な
い
点
も
併
せ
る
と
︑
万
暦
・
泰
昌
間
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
︒

③　
『
呉
姫
百
媚
』
二
巻
附
一
巻

中
国
国
家
図
書
館
︑
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
︒
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
影
印
は
『
中
華
再
造
善
本
』（
明
代
編
子
部
︑
北
京
図
書
館

出
版
︑
二
〇
〇
二
年
）
収
録
︒
巻
一
巻
頭
に
「
呉
下
宛
瑜
子
編
輯
」︑
巻
首
の
宛
瑜
子
「
百
媚
小
引
」
末
尾
に
「
丁
巳
夏
日
呉
下
宛
瑜
子

醉
筆
戲
題
」
と
あ
る
︒
丁
巳
は
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七）
（1
（

）︒
前
述
の
『
珊
珊
集
』
と
同
じ
く
宛
瑜
子
は
す
な
わ
ち
周
之
標
と
見
な
さ

れ
て
き
た）
11
（

︒
た
だ
し
書
中
に
周
之
標
の
名
は
一
切
見
え
な
い
︒
一
方
︑
大
木
康
氏
は
宛
瑜
子
を
兪
琬
綸
（
一
五
七
八
―
一
六
一
八
）
と

す
る）
1（
（

︒
や
は
り
次
章
に
て
検
証
す
る
︒

蘇
州
の
妓
女
を
品
評
し
た
花
案
（
花
榜
）
で
あ
る
︒
総
勢
五
十
六
名
の
妓
女
を
科
挙
に
な
ぞ
ら
え
て
一
甲
・
二
甲
・
三
甲
と
順
位
付

け
し
︑
二
甲
以
上
の
二
十
九
名
に
つ
い
て
は
一
人
一
面
︑
計
十
五
葉
二
十
九
面
の
図
像
を
「
呉
姫
圖
像
」
と
題
し
て
描
い
て
い
る
︒
ま

た
妓
女
各
人
を
花
に
喩
え
︑
彼
女
た
ち
を
歌
っ
た
詩
詞
・
賦
・
曲
・
呉
歌
を
連
ね
︑
最
後
に
「
総
評
」
を
加
え
る
︒
評
語
に
は
宛
瑜
子

と
友
人
お
よ
び
妓
女
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
︑
例
え
ば
附
六
名
会
魁
の
劉
翩
（
巻
上
）
の
評
に
︑
彼
女
と
馮
夢

龍
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
︒
宛
瑜
子
は
馮
夢
龍
と
妓
楼
に
集
う
仲
間
で
あ
っ
た）
11
（

︒
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④　
『
女
中
七
才
子
蘭
咳
集
』
五
巻

中
国
国
家
図
書
館
蔵
︒『
中
華
再
造
善
本
』（
明
代
編
集
部
︑
国
家
図
書
館
出
版
社
︑
二
〇
一
二
年
）
収
録
︒
封
面
や
序
跋
・
目
録
等

な
く
︑
欠
葉
も
多
い
︒
内
容
は
︑
女
性
詩
人
の
作
品
と
︑
男
性
文
人
に
よ
る
唱
和
や
批
評
︑
詩
人
伝
記
等
を
集
め
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で

あ
る
︒
巻
一
に
馮
小
青
︑
巻
二
・
三
に
王
修
（
王
修
微
）︑
巻
四
に
尹
紉
栄
・
杜
瓊
枝
・
劉
玄
芝
︑
巻
五
に
会
稽
女
子
・
徐
安
生
・
佘
五

娘
を
収
録
︒
巻
頭
に
「
長
洲
周
之
標
君
建
甫
選
輯
」
と
あ
り
︑
収
録
作
の
題
下
や
末
尾
に
周
之
標
の
評
語
が
附
さ
れ
る
︒

『
中
華
再
造
善
本
続
編
総
目
提
要
』（
注
20
参
照
）
で
は
書
中
の
支
如
璔
「
小
青
伝
」︑
汪
大
年
「
会
稽
女
郎
詩
序
」
の
紀
年
や
『
呉
歈

萃
雅
』
の
刊
行
が
万
暦
年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
周
之
標
の
刻
書
活
動
そ
の
も
の
を
明
末
に
限
定
し
︑
本
書
も
明
刻
本
で
あ
る
と
す
る
︒

し
か
し
︑
本
書
は
清
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
︒
巻
四
の
周
之
標
「
附
李
宗
定
姫
人
劉
玄
芝
宮
詞
百
首
之
三
十
七
」
の
序
に
本
書
の
成
立
経

緯
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
︒

 

余
偶た
ま
たま
輯
す
る
『
蘭
咳
集
』
成
り
︑
之
れ
を
青
門
申
少
司
農
に
質た
だ

す
︒
其
の
長
日
無
事
に
し
て
︑
讀
書
し
て
自
ら
娯
し
む
を
知

り
︑
必
ず
餘
間
有
り
て
吾
が
玄
晏
と
爲
さ
ん
と
す
る
な
り
︒
青
門
は
性
慧
く
︑
一
目
に
十
行
倶
に
下
し
︑
笑
い
て
余
に
謂
い
て
曰

く
︑「
七
才
子
は
子
の
表
し
て
之
れ
を
出
だ
す
を
得
︑︙
︙
然
れ
ど
も
都み
な

是
れ
怨
姫
愁
女
︑
且
つ
大
半
は
小
星
の
列
に
在
り
︒
尹
少

君
と
劉
晉
仲
解
元
と
は
伉
儷
の
雅
有
り
︑
晉
仲
又
た
子
の
友
な
り
︒
留
め
て
以
て
閨
中
の
七
才
子
の
︑
徐
小
淑
・
陸
卿
子
の
輩
の

如
き
を
待
ち
︑
更
に
子
の
表
し
て
之
れ
を
出
す
を
得
れ
ば
︑
豈
に
炳
炳
烺
烺
と
し
て
︑
更
に
千
古
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
︒」
︙
︙
青
門

復
た
難
弟
霖
臣
の
所
從
り
『
露
書
』
一
册
を
捜
し
得
︑
劉
玄
芝
「
宮
詞
」
百
首
を
載
せ
る
有
り
︑
選
び
て
三
十
七
首
を
存
し
︑
余

の
取
り
て
尹
少
君
詩
に
代
え
ん
こ
と
を
欲
す
︒
余
咲わ
ら

い
て
曰
く
︑「
兩
才
豈
に
相
い
厄わ
ざ
わい
と
な
ら
ん
や
」
と
︒
遂
に
集
中
卷
四
の
後

に
附
し
︑
先
ず
以
て
諸こ
れ

を
海
内
に
公
に
す
︒
當
今
固
よ
り
才
に
乏
し
か
ら
ず
︑
閨
中
七
才
子
︑
更
に
訂
を
爲
し
て
之
れ
を
入
る
る

も
可
な
ら
ん）
11
（

︒

周
之
標
は
「
青
門
申
少
司
農
」
に
『
蘭
咳
集
』
の
序
を
請
う
た
︒
す
る
と
申
は
︑
採
用
さ
れ
て
い
る
女
性
詩
人
は
み
な
不
遇
な
者
ば

か
り
で
︑
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
妾
の
立
場
で
あ
る
の
に
︑
独
り
尹
少
君
（
紉
栄
）
は
周
之
標
の
友
人
劉
晋
仲
の
妻
で
あ
る
︑
と
指
摘
し
︑

尹
を
除
い
て
別
の
女
性
詩
人
を
掲
載
す
る
よ
う
薦
め
た
︒
結
果
的
に
劉
玄
芝
の
「
宮
詞
」
百
首
か
ら
申
が
選
ん
だ
三
十
七
首
を
︑
尹
紉

栄
詩
の
後
に
追
加
し
︑「
七
才
子
」
と
題
し
な
が
ら
八
名
の
女
性
詩
人
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

周
之
標
編
著
活
動
考
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『
蘭
咳
集
』
の
序
を
依
頼
さ
れ
︑
そ
の
編
集
方
針
に
も
助
言
を
与
え
て
い
る
「
青
門
申
少
司
農
」
と
は
︑
申
紹
芳
（
一
五
九
一
―
一
六

五
三
）︑
字
は
維
烈
︑
ま
た
青
門
︑
周
之
標
と
同
郷
の
長
洲
人
で
︑
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
の
進
士
︒
万
暦
十
一
～
十
九
年
（
一

五
八
三
―
一
五
九
一
）
に
内
閣
大
学
士
を
勤
め
た
申
時
行
の
孫
で
あ
る
︒
南
礼
部
郎
中
︑
山
東
按
察
使
︑
福
建
按
察
使
等
を
歴
任
し
︑

崇
禎
帝
崩
御
の
後
は
南
明
政
権
に
加
わ
り
︑
崇
禎
十
七
年
（
順
治
元
年
︑
一
六
四
四
）
戸
部
右
侍
郎
兼
都
察
院
右
僉
都
御
史
に
任
じ
ら

れ）
11
（

︑
南
京
陥
落
後
に
郷
里
に
戻
っ
た
︒
翌
年
の
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
七
月
に
は
︑
清
の
李
延
齢
が
蘇
州
入
城
の
際
に
殺
戮
を
行
わ

な
か
っ
た
こ
と
を
顕
彰
す
る
石
碑
を
建
て
て
い
る
（「
欽
命
總
督
刑
部
侍
郎
李
公
再
造
呉
民
碑
」）︒
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
滝
野
邦
雄

「
蘇
州
に
お
け
る
李
延
齡
の
伝
説
に
つ
い
て
」（『
経
済
理
論
』
第
三
七
六
号
︑
和
歌
山
大
学
︑
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
︒
こ
れ
に
よ
れ

ば
︑
申
紹
芳
は
元
々
李
延
齢
と
関
係
が
あ
っ
た
た
め
︑
清
軍
に
協
力
し
て
一
族
の
保
全
を
図
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
︒
以
上
を
踏

ま
え
て
︑
先
に
引
用
し
た
周
之
標
の
文
章
を
見
る
と
︑
申
紹
芳
が
「
少
司
農
」（
戸
部
侍
郎
）
と
呼
ば
れ
︑「
長
日
無
事
︑
讀
書
自
娯
」

の
状
態
に
あ
っ
た
の
は
︑
南
京
の
南
明
政
府
を
離
れ
︑
故
郷
蘇
州
で
一
族
の
安
寧
を
獲
得
し
た
順
治
二
年
以
降
で
あ
る
に
違
い
な
い
︒

す
な
わ
ち
周
之
標
が
『
蘭
咳
集
』
に
つ
い
て
申
紹
芳
と
議
論
し
た
時
期
は
︑
順
治
二
年
か
ら
申
の
没
年
順
治
十
年
ま
で
の
九
年
間
に
限

定
さ
れ
︑
刊
行
は
そ
の
更
に
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

『
蘭
咳
集
』
巻
五
に
は
こ
の
申
紹
芳
に
よ
る
「
和
会
稽
女
子
詩
首
韻
」
が
収
め
ら
れ
︑
ま
た
後
述
す
る
『
蘭
咳
二
集
』
と
『
香
螺
巵
』

に
も
彼
の
名
が
見
え
る
︒
申
紹
芳
は
周
之
標
の
多
く
の
編
著
活
動
に
関
与
し
た
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
︒

⑤　
『
女
中
七
才
子
蘭
咳
二
集
』
八
巻

国
立
公
文
書
館
蔵
︒
封
面
に
藍
墨
で
「
周
君
建
先
生
評
選
」「
女
中
七
才
子
」「
金
閶
寶
鴻
堂
梓
」
と
あ
り
︑
さ
ら
に
朱
墨
で
「
呉
片

霞
　
浦
湘
青
　
沈
宛
君
　
王
文
如
　
徐
小
淑
　
余
其
人
　
陸
卿
子
」
と
収
録
の
女
性
詩
人
を
列
挙
す
る
︒『
蘭
咳
集
』
の
続
編
に
あ
た
る

も
の
で
︑
先
述
の
周
之
標
「
附
李
宗
定
姫
人
劉
玄
芝
宮
詞
百
首
之
三
十
七
」
の
序
（『
蘭
咳
集
』
巻
四
）
に
お
い
て
申
紹
芳
が
推
薦
し
た

と
い
う
徐
小
淑
と
陸
卿
子
が
︑
本
書
に
選
抜
さ
れ
て
い
る
︒

目
録
前
に
支
如
璔
「
蘭
咳
二
集
序
」
と
「
蘭
咳
二
集
參
訂
社
友
姓
氏
」
が
あ
り
︑
支
序
の
末
尾
に
「
武
水
盟
弟
支
如
璔
書
于
清
旦
閣
」

と
の
署
名
が
あ
る
︒
支
如
璔
は
字
は
小
白
︑
嘉
江
の
人
で
崇
禎
三
年
の
副
榜
︒
父
の
支
大
綸
（
生
卒
年
未
詳
︑
万
暦
二
年
の
進
士
）
の

別
集
『
支
華
平
先
生
集
』
四
十
巻
附
録
一
巻
（
国
立
公
文
書
館
・
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）
を
編
集
し
て
お
り
︑
そ
の
版
心
下
に
も
「
清
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旦
閣
」
と
刻
さ
れ
る
︒
ま
た
「
參
訂
社
友
姓
氏
」
に
は
総
勢
一
〇
四
名
が
列
挙
さ
れ
︑
曹
学
佺
・
范
景
文
・
林
古
度
・
袁
中
道
な
ど
の

著
名
文
人
の
名
も
見
え
る
︒
た
だ
し
︑
范
景
文
・
袁
中
道
は
初
集
た
る
『
蘭
咳
集
』
の
推
定
成
立
時
期
（
順
治
二
～
十
年
）
に
は
既
に

死
亡
し
て
お
り
（
范
景
文
は
崇
禎
帝
に
殉
じ
て
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
没
︑
袁
中
道
は
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
没
）︑
そ
の
後
を

継
ぐ
『
蘭
咳
二
集
』
を
「
參
訂
」
し
た
事
実
が
あ
る
の
か
疑
わ
し
い
︒
そ
の
ほ
か
『
蘭
咳
集
』
編
纂
に
関
わ
っ
た
申
紹
芳
を
は
じ
め
と

し
て
周
之
標
の
他
著
に
も
名
の
見
え
る
人
物
が
複
数
含
ま
れ
て
お
り
︑
周
の
交
友
関
係
を
示
す
重
要
な
資
料
と
言
え
る
︒

⑥　
『
古
小
説
香
螺
巵
』
十
巻

東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
の
み
蔵
す
る
孤
本
︒
黄
霖
「
関
于
古
小
説
︽
香
螺
巵
︾」（『
明
清
小
説
研
究
』
一
九
九
九
年
第
三
期
）
に
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
内
容
は
文
言
短
編
小
説
集
︒
黄
氏
論
文
に
よ
れ
ば
︑
例
え
ば
巻
一
所
収
の
「
漢
　
龔
勝
『
大
將
軍
梁
商
小
女

傳
』」
は
明
の
楊
慎
「
雑
事
秘
辛
」
と
基
本
的
に
同
内
容
で
あ
り
︑
か
つ
附
さ
れ
た
周
之
標
の
評
語
も
楊
慎
の
跋
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
こ
れ
ら
の
「
古
小
説
」
や
そ
の
作
者
名
は
周
之
標
が
偽
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
︒

封
面
や
序
は
存
せ
ず
刊
記
も
無
い
が
︑
版
心
下
に
「
益
吾
原
板
」
と
あ
る
︒
万
暦
期
に
活
動
し
た
蘇
州
の
書
坊
主
銭
益
吾
で
あ
ろ
う

（
後
述
）︒
巻
一
巻
頭
に
「
長
洲
　
周
之
標
君
建
甫
選
評
／
同
社
　
徐
文
衡
以
平
參
訂
」
と
あ
り
︑
以
下
各
巻
に
異
な
る
参
訂
者
名
が
書

か
れ
る
︒
ま
た
各
小
説
の
末
尾
に
周
之
標
や
「
同
社
」
の
人
々
に
よ
る
評
語
が
附
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
参
訂
者
や
批
評
者
の
多
く
は
︑

他
の
周
之
標
の
編
纂
書
籍
に
も
参
与
し
て
い
る
︒
巻
二
の
参
訂
者
は
『
蘭
咳
集
』『
蘭
咳
二
集
』
に
も
関
わ
っ
た
申
紹
芳
で
あ
り
︑
彼
は

巻
二
所
収
の
小
説
五
編
に
評
語
を
附
し
て
い
る
︒
巻
四
の
参
訂
者
湯
本
沛
（
字
は
行
仲
）︑
巻
五
の
呉
彦
芳
（
字
は
友
聖
）︑
巻
八
の
徐

遵
湯
（
字
は
仲
昭
）︑
巻
九
の
曹
璣
（
字
は
子
玉
）
は
『
蘭
咳
二
集
』
の
「
參
訂
社
友
姓
氏
」
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
︒
巻
四
「
杜
子
春

伝
」
の
批
評
は
『
呉
姫
百
媚
』
に
も
登
場
し
た
馮
夢
龍
が
行
っ
て
い
る
︒「
同
社
」
と
冠
す
る
こ
と
か
ら
︑
彼
ら
は
何
ら
か
の
文
社
を
結

成
し
て
お
り
︑
周
之
標
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

⑦　
『
四
六
琯
朗
集
』
八
巻

中
国
人
民
大
学
図
書
館
蔵
︒
筆
者
未
見
︒
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
高
校
古
文
献
資
源
庫
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
同
図
書
館
の
書
誌
に
は
「
周

之
標
選
輯
　
周
亮
工
參
訂
　
呉
思
穆
參
訂
　
順
治
癸
巳
（
十
年
︑
一
六
五
三
）」
と
あ
る）
11
（

︒
周
亮
工
は
『
蘭
咳
二
集
』
の
「
參
訂
社
友
姓

氏
」
に
も
名
が
あ
り
︑
ま
た
呉
思
穆
は
『
香
螺
巵
』
巻
三
の
参
訂
者
で
も
あ
る
︒

周
之
標
編
著
活
動
考
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書
題
か
ら
駢
文
集
と
推
測
さ
れ
る
︒
い
わ
ゆ
る
挙
業
書
の
一
種
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
に
関
連
し
て
︑
周
之
標
が
天
啓
年
間
に
挙
業
書
の

編
纂
者
と
し
て
一
定
の
知
名
度
を
獲
得
し
て
い
た
ら
し
い
記
録
が
あ
る
︒
李
雲
翔
『
新
鐫
六
院
女
史
清
流
北
調
詞
曲
』（
天
啓
六
年
序
︑

天
理
図
書
館
蔵
︒
以
下
『
北
調
詞
曲
』
と
呼
称
）
中
の
龐
雲
衢
「
徵
文
啓
」
に
︑「
今
日
名
公
」「
諸
先
生
」
と
し
て
︑
十
六
名
の
人
物

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
︑
張
鼐
・
陳
仁
錫
・
鍾
惺
な
ど
の
著
名
文
人
や
そ
の
他
諸
生
と
並
び
『
北
調
詞
曲
』
の
著
者
で
あ
る
李
雲
翔
︑
そ

し
て
周
之
標
の
名
が
見
え
る
︒
彼
ら
は
様
々
な
書
物
の
選
評
や
解
説
を
編
纂
し
て
挙
業
書
の
類
を
著
す
「
藝
林
の
先
鞭
」
と
さ
れ
て
い

る）
11
（

︒
周
之
標
は
郷
試
を
通
過
し
た
記
録
も
無
く
︑
生
涯
生
員
の
身
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
そ
の
文
名
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
︒

⑧　

胡
貞
波
『
周
君
建
鑑
定
古
牌
譜
』
二
巻

中
国
国
家
図
書
館
蔵
︒『
中
華
再
造
善
本
』（
明
代
編
子
部
︑
国
家
図
書
館
出
版
社
︑
二
〇
一
二
年
）
に
影
印
が
あ
る
︒
牌
九
と
い
う

賭
博
で
用
い
ら
れ
る
骨
牌
の
図
柄
（
○
や
●
で
表
記
さ
れ
る
）
と
︑
そ
れ
に
平
仄
や
韻
を
対
応
さ
せ
た
古
今
の
詩
句
を
列
挙
し
た
も
の
︒

『
紅
楼
夢
』
第
四
十
回
で
︑
牌
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
て
即
興
で
詩
や
慣
用
表
現
を
言
い
当
て
る
酒
令
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り）
11
（

︑
本
書

も
同
様
の
遊
戯
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
著
者
の
胡
貞
波
（
字
は
氷
心
）
は
周
之
標
の
妻
︒
周
之
標
「
序
牌
譜
」
に
︑

　
近
く
吾
家
の
氷
心
氏
の
如
き
は
︑
琴
を
能
く
し
︑
簫
を
能
く
し
︑
能
く
音
律
・
古
今
人
の
詩
を
曉さ
と

り
︑
披
覧
せ
ざ
る
は
靡な

く
︑

間ま

ま
亦
た
短
吟
し
て
長
咏
す
る
能
わ
ず
︒
余
舊も
と

よ
り
牌
譜
有
る
も
未
だ
全
う
せ
ざ
る
な
り
︒
氷
心
氏
胸
中
の
詩
詮
を
出
だ
し
補
い

て
遺
す
と
こ
ろ
無
し
︒
余
見
て
之
れ
を
異
と
し
て
曰
く
︑「
此
れ
騒
壇
の
鼓
吹
︑
酒
社
の
笙
竽
な
り
」
と
︒
︙
︙
譜
は
笥
中
に
藏

し
︑
日
を
爲
す
こ
と
已
に
久
し
︑
近
く
余
『
女
中
七
才
子
』
一
書
を
刻
す
︑
因
り
て
此
の
譜
を
憶お
も

い
︑
附
し
て
以
て
傳
う
可
し）
11
（

︒

と
あ
り
︑
周
之
標
が
途
中
ま
で
作
製
し
て
い
た
牌
譜
を
︑
妻
の
胡
貞
波
が
そ
の
才
知
で
も
っ
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
完
成
さ
せ
︑『
蘭
咳

集
』
を
刊
刻
す
る
に
あ
た
り
こ
れ
を
附
録
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒

⑨　

沈
自
晋
『
広
輯
詞
隠
先
生
増
訂
南
九
宮
詞
譜
』
二
十
六
巻

中
国
国
家
図
書
館
︑
国
立
故
宮
博
物
院
図
書
館
（
台
湾
）
等
蔵
︒
南
曲
の
曲
譜
で
︑
通
称
『
南
詞
新
譜
』︒
沈
自
晋
（
一
五
八
三
―
一

六
六
五
）
が
叔
父
沈
璟
の
『
南
九
宮
十
三
調
曲
譜
』
二
十
二
巻
を
増
訂
し
た
も
の
︒
周
之
標
の
名
は
「
重
訂
南
詞
新
譜
參
閲
姓
氏
」
に

見
え
︑
ほ
か
に
馮
夢
龍
︑
呉
偉
業
︑
李
漁
等
︑
総
勢
九
十
五
名
が
列
な
る
︒
沈
自
晋
「
重
定
南
詞
全
譜
凡
例
續
記
」
に
「
時
丁
亥
秋
七

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
七
号
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月
既
望
呉
江
沈
自
晉
重
書
于
越
溪
小
隱
」
と
あ
り
︑
沈
自
南
「
重
定
南
九
宮
新
譜
序
」
に
「
乙
未
菊
月
弟
自
南
述
」
と
あ
る
の
で
︑
本

書
の
完
成
は
順
治
四
年
（
一
六
四
六
）︑
刊
行
は
順
治
十
二
年
（
一
六
五
五
）
頃
と
考
え
ら
れ
る
︒
沈
自
晋
の
凡
例
続
記
に
は
︑
崇
禎
十

七
年
（
順
治
元
年
︑
一
六
四
四
）
に
馮
夢
龍
が
彼
に
沈
璟
の
曲
譜
の
修
訂
を
勧
め
た
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
お
そ
ら
く
周
之
標
が
本
書
に

関
与
し
た
の
も
順
治
元
～
四
年
の
間
で
あ
ろ
う
︒

⑫　
『
万
錦
清
音
』
花
集
「
空
閨
感
夢
」

中
国
国
家
図
書
館
（
存
四
巻
）︑
中
国
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
蔵
（
七
巻
︑
筆
者
未
見
）︒
た
だ
し
尤
海
燕
「
両
種
折
子
戯
集
︽
万

錦
清
音
︾
考
辨
」（『
四
川
戯
劇
』
二
〇
〇
九
年
三
期
）
に
よ
れ
ば
︑
両
者
は
別
本
で
あ
る
と
い
う
︒
前
者
は
封
面
・
目
録
な
ど
欠
損
し

刊
年
不
明
︒
後
者
は
完
本
で
︑
巻
頭
に
『
方
来
館
合
選
古
今
伝
奇
万
錦
清
音
』
と
題
し
︑
序
末
に
「
順
治
辛
丑
（
十
八
年
︑
一
六
六
一
）

臘
月
方
來
館
主
人
題
」
と
あ
る
（
尤
氏
論
文
に
よ
る
）︒

折
子
戯
や
散
曲
の
選
集
︒
上
下
二
段
組
で
︑
上
欄
に
散
曲
︑
下
欄
に
折
子
戯
が
書
か
れ
て
い
る
︒
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
第
二
冊

花
集
五
十
五
葉
表
上
欄
に
「
空
閨
感
夢
　
周
君
建
」
と
題
し
︻
二
郎
神
︼
を
収
録
す
る
︒
五
十
五
葉
裏
を
欠
き
︑
五
十
六
葉
表
～
五
十

六
葉
裏
に
︻
金
衣
公
子
︼︻
琥
珀
猫
児
墜
︼︻
尾
声
︼
が
あ
る
︒
途
中
の
欠
葉
は
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
南
曲
商
調
の
曲
牌
で
あ
る
か
ら
︑

一
連
の
曲
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
︒

⑬　

銭
尚
濠
『
買
愁
集
』
巻
三
哀
書
「
天
涯
女
子
」「
小
青
焚
余
詩
」
評
語
・
唱
和
詩
賦

『
買
愁
集
』
は
中
国
国
家
図
書
館
︑
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
等
蔵
︒『
四
庫
未
収
書
輯
刊
』
に
影
印
が
あ
る
ほ
か
︑
点
校
本
が

『
中
国
文
学
珍
本
叢
書
』（
貝
葉
山
房
︑
一
九
三
六
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
全
四
集
︒
各
集
に
想
書
・
恨
書
・
哀
書
・
悟
書
の
集
名

が
付
け
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
巻
三
（
哀
書
）
所
収
「
天
涯
女
子
」「
小
青
焚
餘
詩
」
条
に
︑
周
之
標
の
評
語
と
唱
和
詩
賦
が
附
さ
れ
て
い

る
︒「
天
涯
女
子
」
は
杜
瓊
枝
︑「
小
青
」
は
馮
小
青
︒
二
人
と
も
『
蘭
咳
集
』
収
録
の
女
性
詩
人
で
あ
る
が
︑『
買
愁
集
』
所
収
の
周
之

標
の
評
語
や
詩
賦
は
『
蘭
咳
集
』
中
に
見
え
な
い
︒
楊
国
玉
「
銭
尚
濠
『
買
愁
集
』
編
刊
年
代
小
考
」（『
河
北
工
程
大
学
学
報
（
社
会
科

学
版
）
二
〇
一
六
年
第
三
期
）
に
よ
れ
ば
︑『
買
愁
集
』
の
編
刊
時
期
は
順
治
二
～
十
七
年
（
一
六
四
五
―
一
六
六
〇
）
の
間
と
い
う
︒

以
上
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
︑
周
之
標
の
事
蹟
を
編
年
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
︒

周
之
標
編
著
活
動
考
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１
．
万
暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）、
①
『
呉
歈
萃
雅
』
を
編
纂
。

２
．
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）、
③
『
呉
姫
百
媚
』
を
編
纂
。

３
．
万
暦
末
〜
泰
昌
年
間
（
一
六
二
〇
前
後
）、
②
『
珊
珊
集
』
を
編
纂
・
増
訂
。

４
．
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
頃
、
挙
業
書
の
編
纂
者
と
し
て
活
躍
。

５
．
崇
禎
二
〜
三
年
（
一
六
二
九－

一
六
三
〇
）、
祁
彪
佳
が
袁
于
令
宛
て
の
書
簡
で
周
之
標
の
戯
曲
を
求
め
る
。

６
．
順
治
元
〜
四
年
（
一
六
四
四－

一
六
四
七
）、
⑨
『
南
詞
新
譜
』
の
増
訂
に
参
与
。

７ 

．
順
治
二
〜
十
年
（
一
六
四
五－

一
六
五
三
）、
④
『
蘭
咳
集
』
⑤
『
蘭
咳
二
集
』
を
編
纂
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
時
期
に
⑧
『
古
牌
譜
』
を
鑑
定
し
『
蘭
咳
集
』
に
附
し
て
出
版
。

８
．
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）、
⑦
『
四
六
琯
朗
集
』
を
編
纂
。

⑥
『
香
螺
巵
』
の
編
纂
・
批
評
は
馮
夢
龍
の
存
命
中
で
あ
る
順
治
三
年
以
前
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
が
︑『
南
詞
新
譜
』
の
如
く

馮
夢
龍
没
後
に
完
成
を
み
た
例
も
あ
り
︑
時
期
断
定
の
証
拠
に
乏
し
い
︒
⑫
『
万
錦
清
音
』
所
収
曲
の
創
作
時
期
も
不
明
︒
⑬
『
買
愁

集
』
所
収
の
批
評
と
唱
和
作
品
に
つ
い
て
は
︑『
買
愁
集
』
の
成
立
年
代
の
幅
が
広
く
特
定
は
難
し
い
が
︑
周
之
標
が
女
性
の
詩
作
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
清
初
の
７
頃
と
考
え
ら
れ
る
︒

三　

筆
名
「
宛
瑜
子
」
に
つ
い
て

『
呉
姫
百
媚
』
と
『
珊
珊
集
』
の
編
者
「
宛
瑜
子
」
は
︑
周
之
標
な
の
か
︑
兪
琬
綸
な
の
か
︒
ま
ず
は
従
来
の
説
を
確
認
し
て
お
き
た

い
︒
周
之
標
説
の
根
拠
は
︑『
珊
珊
集
』
の
周
之
標
序
に
「
仍
屬
余
手
自
增
定
（
自
ら
珊
珊
集
を
増
訂
し
た
）」
と
あ
る
こ
と
︑
そ
の
『
珊

珊
集
』
は
『
呉
歈
萃
雅
』
の
続
編
で
あ
り
︑『
呉
歈
萃
雅
』
の
編
者
で
あ
る
梯
月
主
人
も
周
之
標
そ
の
人
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
︑
以
上
の

二
点
で
あ
っ
た
︒
一
方
︑
大
木
氏
に
よ
る
兪
琬
綸
説
の
根
拠
は
︑
兪
琬
綸
の
文
集
『
自
娯
集
』
に
︑『
呉
姫
百
媚
』
に
も
名
前
の
見
え
る

妓
女
を
詠
じ
た
詩
や
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
︑『
自
娯
集
』
巻
八
に
馮
夢
龍
の
俗
曲
集
『
掛
枝
児
』
に
序
し
た
「
打
棗
竿
小
引
」
が

収
録
さ
れ
︑「
蓋
し
吾
と
猶
龍
と
は
︑
倶
に
童
知
有
り
︑
更
に
情
種
多
し
（
蓋
吾
與
猶
龍
︑
倶
有
童
知
︑
更
多
情
種
）」
と
あ
っ
て
馮
夢
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龍
と
の
交
友
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
︑
の
二
点
で
あ
る
（
注
21
大
木
氏
著
書
に
よ
る
）︒
筆
名
「
宛
瑜

4

4

子
」
と
実
名
「
兪
琬

4

4

綸
（
一
作
兪
宛

4

4

綸
）」
の
近
似
も
無
視
で
き
な
い
︒

さ
て
︑
両
説
の
根
拠
の
う
ち
︑
最
も
手
堅
い
と
思
わ
れ
る
の
が
︑
周
之
標
説
の
「
仍
屬
余
手
自
增
定
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
︒
だ

が
こ
の
根
拠
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
︒『
珊
珊
集
』
周
序
「
仍
屬
余
手
自
增
定
」
の
前
に
は
次
の
文
章
が
あ
る
︒

 

（『
珊
珊
集
』
は
）
顧
み
る
に
獨
り
戲
曲
多
く
し
て
時
曲
少
な
く
︑
卽
ち
自
ら
其
の
聲
價
を
高
く
し
て
識
者
相
い
與
に
之
れ
を
姍

笑
す
︒
︙
︙
向さ
き

に
余
の
序
す
『
呉
歈
萃
雅
』︑
海
内
輒
ち
嗜
痂
と
爲
す
︒
此
の
刻
老
い
た
り
︒『
珊
珊
集
』
繼
ぎ
て
起
こ
り
︑
仍
お

余
の
手
に
屬
き
て
自
ら
增
定
す）
11
（

︒

こ
れ
を
虚
心
に
解
せ
ば
︑
周
之
標
が
増
訂
す
る
前
の
︑
旧
『
珊
珊
集
』
が
存
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
来
虹
閣
主
人
の
「
凡

例
」
に
も
「
書
名
は
古
い
ま
ま

4

4

4

4

4

4

4

だ
が
︑
曲
は
新
し
い
も
の
を
選
ん
だ
（
此
刻
名
仍
其
舊

4

4

4

4

4

4

︑
曲
摘
其
新
）」
と
あ
る
︒
そ
の
上
で
︑「
仍
屬

余
手
自
增
定
」
と
は
︑『
呉
歈
萃
雅
』
の
後
を
継
い
だ
旧
『
珊
珊
集
』
の
欠
点
を
補
う
べ
く
︑「『
呉
歈
萃
雅
』
に
関
わ
っ
た
私
自
ら
が
増

訂
を
施
し
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
は
な
い
か
︒
周
之
標
の
仕
事
を
増
訂
の
み
に
限
定
す
れ
ば
︑『
珊
珊
集
』
巻
頭
の
「
呉
中
宛
瑜

子
」
は
増
訂
前
の
旧
『
珊
珊
集
』
の
編
者
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
そ
れ
は
︑
或
い
は
兪
琬
綸
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

筆
者
は
『
呉
姫
百
媚
』
の
中
に
見
え
る
次
の
二
点
の
記
述
に
よ
り
︑
周
之
標
説
を
支
持
し
た
い
︒

ま
ず
︑『
呉
姫
百
媚
』
巻
一
の
会
魁
張
二
の
宛
瑜
子
総
評
に
︑「
乙
卯
の
役
︑
鎩
羽
し
て
南
還
し
︑
毘
陵
の
友
人
虎
丘
に
至
り
小
集
す
︒

泛
艇
の
中
︑
忽
ち
麗
姫
の
妖
姿
艶
質
︑
人
を
し
て
目
眩
魂
揺
せ
し
む
る
を
見
る）
11
（

」
と
あ
る
︒「
乙
卯
の
役
」
で
失
意
し
て
南
に
還
っ
て
き

た
︑
と
い
う
の
は
︑「
乙
卯
」
す
な
わ
ち
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
に
南
京
で
開
催
さ
れ
た
郷
試
に
落
第
し
︑
蘇
州
に
戻
っ
て
き

た
︑
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う）
1（
（

︒
兪
琬
綸
は
万
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
に
既
に
進
士
及
第
し
て
い
る
の
で
︑
こ
の
宛
瑜
子
の
言
と
合

致
し
な
い
︒

ま
た
︑『
呉
姫
百
媚
』
巻
一
の
探
花
蒋
五
に
あ
る
曲
に
は
「
友
人
に
代
わ
り
追
憶
し
た
作
︑
せ
り
ふ
と
仕
草
つ
き
（
代
友
人
追
思
作
︑

附
介
白
）」
と
注
が
つ
け
ら
れ
︑
蒋
五
と
別
離
し
た
後
の
男
性
の
想
い
が
歌
や
せ
り
ふ
で
綴
ら
れ
て
い
る
︒
作
者
は
宛
瑜
子
で
あ
ろ
う
︒

そ
の
白
に
「
仰
蘇
山
楼
の
宛
瑜
子
を
訪
ね
て
︑
酒
を
飲
み
︑
相
対
し
て
少
し
ば
か
り
お
喋
り
を
し
よ
う
︒
君
と
の
一
晩
の
会
話
は
︑
十

年
の
読
書
に
勝
る
と
い
う
こ
と
だ
（
訪
宛
瑜
子
於
仰
蘇
山
樓
︑
索
酒
相
對
︑
間
話
片
時
︑
可
又
道
是
與
君
一
夕
話
︑
勝
讀
十
年
書
）」
と
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い
う
部
分
が
あ
る
︒「
仰
蘇
山
樓
」
は
︑
虎
丘
の
名
所
の
一
つ
で
あ
る
仰
蘇
楼）
11
（

か
︒
実
は
『
残
唐
五
代
史
演
義
伝
』
の
周
之
標
序
に
「
長

洲
周
之
標
君
建
甫
題
於
仰
蘇
樓

4

4

4

」
と
あ
り
︑
宛
瑜
子
と
周
之
標
は
同
地
に
滞
在
し
た
共
通
点
を
有
す
る
︒

い
ず
れ
も
決
定
的
な
証
拠
で
は
な
い
が
︑
宛
瑜
子
＝
周
之
標
説
の
傍
証
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

四　

小
結

周
之
標
は
万
暦
四
十
四
年
か
ら
順
治
十
年
の
間
︑
蘇
州
を
拠
点
と
し
て
編
著
活
動
を
展
開
し
て
い
た
︒
そ
の
事
蹟
を
時
系
列
順
に
通

覧
す
る
と
︑
詞
曲
の
創
作
と
選
集
編
纂
を
中
心
と
し
つ
つ
︑
清
以
降
は
女
性
著
作
の
編
集
出
版
へ
と
移
行
し
て
い
る
︒
筆
者
は
中
で
も

初
期
に
お
け
る
妓
女
と
の
交
流
が
︑
周
之
標
の
活
動
遍
歴
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
︒
彼
は
花
案
を
編
む
ほ
ど
花
街

に
通
じ
︑
か
つ
戯
曲
・
散
曲
の
実
作
者
と
し
て
も
一
定
の
知
名
度
を
獲
得
し
て
い
た
︒『
呉
歈
萃
雅
』
や
『
珊
珊
集
』
と
い
っ
た
実
演
を

意
識
し
た
散
曲
選
集
は
︑
宴
席
で
歌
曲
を
披
露
す
る
妓
女
も
そ
の
受
容
者
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
花
案
『
呉

姫
百
媚
』
も
単
な
る
妓
女
品
評
の
書
で
は
な
い
︒
良
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
妓
楼
に
身
を
落
と
し
た
女
性
へ
の
同
情
や）
11
（

︑
周
之
標
よ
り
優

れ
た
作
曲
の
能
力
を
も
つ
妓
女
へ
の
称
賛）
11
（

な
ど
が
綴
ら
れ
︑
周
之
標
の
彼
女
た
ち
に
対
す
る
敬
意
や
愛
情
の
眼
差
し
が
読
み
取
れ
る
︒

こ
う
し
た
女
性
観
が
後
の
女
性
著
作
の
出
版
活
動
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒『
蘭
咳
集
』
に
は
「
怨
姫
愁
女
」
の
詩
歌
を
集
め
︑『
古

牌
譜
』
序
で
は
「
女
子
は
才
能
が
無
い
こ
と
こ
そ
徳
で
あ
る
（
女
子
無
才
便
是
德
）」
と
い
っ
た
一
般
的
女
性
観
を
批
判
し
︑
妻
の
文

学
・
芸
術
的
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
る
︒
女
性
文
学
へ
の
注
目
や
評
価
の
高
ま
り
は
明
清
交
代
期
の
文
人
の
間
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
が）
11
（

︑
周
之
標
の
場
合
︑
そ
の
女
性
観
や
女
性
文
学
観
は
︑
妓
女
と
の
交
流
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ま
た
︑
も
う
一
人
の
『
封
神
演
義
』
序
文
撰
者
た
る
李
雲
翔
と
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
︒
彼
ら
は
共
に
花
案
を
主
催

し
︑
詞
曲
創
作
を
行
い
︑
諸
生
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
挙
業
書
を
編
纂
し
て
「
名
公
」
と
呼
ば
れ
た
︒
両
者
を
つ
な
ぐ
馮
夢
龍
の
存
在

も
看
過
で
き
な
い
︒
彼
は
周
之
標
の
『
呉
姫
百
媚
』
と
『
香
螺
巵
』
に
参
与
し
︑『
南
詞
新
譜
』
で
も
周
と
共
に
参
閲
に
加
わ
っ
て
い

る
︒
特
に
『
呉
姫
百
媚
』
に
つ
い
て
は
︑
や
は
り
馮
が
深
く
関
与
し
た
李
雲
翔
の
花
案
『
金
陵
百
媚
』
と
構
成
上
の
共
通
点
が
多
く
︑

序
年
も
『
呉
姫
百
媚
』
が
万
暦
四
十
五
年
︑『
金
陵
百
媚
』
が
万
暦
四
十
六
年
と
前
後
し
て
い
る
︒
加
え
て
『
香
螺
巵
』
の
出
版
者
銭
益

中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
七
号

82



吾
は
︑『
金
陵
百
媚
』
の
出
版
者
で
も
あ
る
（『
金
陵
百
媚
』
封
面
に
「
閶
門
錢
益
吾
梓
行
」
と
あ
る
）︒
馮
夢
龍
を
仲
介
と
し
て
︑
周
之

標
と
李
雲
翔
は
何
ら
か
の
交
流
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
う
る
︒
李
雲
翔
の
活
動
が
南
京
秦
淮
の
妓
楼
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
︑
彼
ら
は
南
京
で
の
郷
試
後
に
秦
淮
で
宴
席
を
と
も
に
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒

『
封
神
演
義
』
に
序
文
を
書
い
た
周
之
標
と
李
雲
翔
は
︑
共
に
生
員
で
あ
り
な
が
ら
書
籍
の
編
集
出
版
を
生
業
と
し
︑
か
つ
妓
楼
に
通

じ
︑
詞
曲
を
得
意
と
し
た
︒
こ
の
こ
と
は
『
封
神
演
義
』
と
い
う
小
説
が
︑
科
挙
を
受
験
し
︑
妓
楼
で
遊
び
︑
詞
曲
を
嗜
む
︑
そ
の
よ

う
な
教
養
と
財
力
を
備
え
た
階
層
の
人
々
に
よ
っ
て
書
籍
化
さ
れ
︑
ま
た
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
書
籍
化
の
際
に
︑
彼
ら

の
知
識
や
嗜
好
が
作
品
に
反
映
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒
序
文
撰
者
の
事
蹟
や
人
物
像
は
『
封
神
演
義
』
の
内
容
分
析

や
受
容
層
の
解
明
に
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
本
文
や
評
語
も
併
せ
て
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
︑
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

注

（
１
）  

李
雲
翔
に
つ
い
て
は
︑
周
明
初
「
李
雲
翔
生
平
事
跡
輯
考
及
︽
封
神
演
義
︾
諸
問
題
的
新
認
識
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
一
四
年
第
六
期
）︑

拙
稿
「
李
雲
翔
の
南
京
秦
淮
に
お
け
る
交
友
と
編
著
活
動
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
三
号
︑
九
州
大
学
中
国
文
学
会
︑
二
〇
一
四
年
）

参
照
︒

（
２
）  

舒
本
の
刊
刻
者
に
つ
い
て
は
︑
上
原
究
一
「
い
わ
ゆ
る
舒
載
陽
本
『
封
神
演
義
』
の
刊
行
者
に
つ
い
て
」（『
山
梨
大
学
国
語
・
国
文
と

国
語
教
育
』
第
二
十
二
号
︑
山
梨
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
二
〇
一
八
年
）
参
照
︒

（
３
）  

孫
楷
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』（
中
華
書
局
︑
二
〇
一
二
年
版
）
に
よ
れ
ば
︑
北
京
大
学
図
書
館
蔵
「
清
覆
明
本
」
と
「
蔚
文
堂
覆
明

本
」
が
周
序
を
掲
載
す
る
と
い
う
（「
此
二
本
均
載
長
洲
周
之
標
君
建
序
」）
が
︑
周
序
の
み
か
褚
序
と
の
併
載
か
は
不
明
︒
筆
者
未
見
︒

（
４
）  

現
時
点
で
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
褚
序
・
周
序
併
載
の
版
本
と
し
て
︑
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
清
籟
閣
蔵
板
本
・
東
北
大
学
狩
野
文

庫
お
よ
び
哈
仏
燕
京
図
書
館
蔵
本
衙
蔵
版
本
が
あ
る
︒

（
５
）  

尾
崎
勤
「『
封
神
演
義
』
の
簡
本
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
五
十
一
号
︑
古
典
研
究
会
︑
二
〇
〇
七
年
）
参
照
︒

（
６
）  

戚
氏
論
文
で
は
『
女
中
七
才
子
蘭
咳
二
集
』
の
支
如
璔
序
に
「
吾
友
君
建
氏
具
有
慧
業
︑
足
秤
量
千
古
︑
乃
女
中
才
子
︑
適
湊
於
數
十
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季
間
︑
得
恣
其
秤
量
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
周
之
標
女
性
説
を
主
張
す
る
（
杜
信
孚
『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』（
線
装
書
局
︑
二

〇
〇
一
年
）
江
蘇
家
刻
巻
も
「
周
之
標
（
女
性
）」
と
著
録
）︒
し
か
し
︑
こ
の
「
女
中
才
子
」
は
周
之
標
を
指
す
の
で
は
な
く
︑
彼
が
選

抜
し
た
女
性
詩
人
を
指
す
︒
張
燕
嬰
「
明
末
出
版
家
周
之
標
不
是
女
性
」（『
新
世
紀
図
書
館
』
二
〇
一
四
年
第
五
期
）
に
は
他
に
も
周
之

標
を
男
性
と
見
る
べ
き
複
数
の
証
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒

（
７
）  

戚
氏
は
他
に
『
賽
徴
歌
集
』
六
巻
（
影
印
は
王
秋
桂
主
編
『
善
本
戯
曲
叢
刊
』
第
四
輯
四
︑
台
湾
学
生
書
局
︑
一
九
八
七
年
収
録
）
を

挙
げ
る
︒
許
培
基
・
葉
瑞
宝
『
江
蘇
芸
文
志
』
蘇
州
巻
（
江
蘇
人
民
出
版
社
︑
一
九
九
四
年
）
所
引
『
呉
県
志
』
芸
文
考
三
に
︑
周
之
標

の
著
作
と
し
て
『
賽
徴
歌
集
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
筆
者
未
見
）︒
し
か
し
筆
者
が
確
認
し
た
『
民
国
呉
県
志
』（『
中
国
地
方
志

集
成
』
江
蘇
府
縣
志
輯
︑
江
蘇
古
籍
出
版
社
︑
一
九
九
一
年
）
中
に
該
当
の
記
述
は
見
え
な
か
っ
た
︒
そ
も
そ
も
『
賽
徴
歌
集
』
は
著
者

名
だ
け
で
な
く
序
文
に
す
ら
署
名
が
無
く
︑
選
者
不
明
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
該
書
を
周
之
標
の
事
蹟
に
数
え
な
い
こ
と
と
す
る
︒

（
８
）  

戚
氏
・
王
氏
論
文
で
は
『
珊
瑚4

集
』
と
す
る
が
︑
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
︒

（
９
）  

「
天
涯
女
子
」
の
周
之
標
評
に
つ
い
て
は
︑
合
山
究
「
女
子
題
壁
詩
考
」（『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』
所
収
︑
汲
古
書
院
︑
二
〇
〇
六

年
）
に
言
及
が
あ
る
︒

（
10
）  

王
秋
桂
主
編
『
善
本
戯
曲
叢
刊
』
第
二
輯
二
︑
台
湾
学
生
書
局
︑
一
九
八
四
年
︒
影
印
の
底
本
を
明
記
し
な
い
が
︑
故
宮
博
物
院
蔵
本

（
北
平
図
書
館
旧
蔵
）
で
あ
ろ
う
︒

（
11
）  

復
旦
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（
元
巻
の
み
︑
索
書
号
五
一
四
二
）
も
梯
月
主
人
の
叙
を
有
す
る
が
︑
加
え
て
「
去
六
主
人
題
」
と
署
す
る

序
文
も
掲
載
さ
れ
︑
か
つ
元
巻
巻
頭
に
梯
月
主
人
・
隠
之
道
民
の
ほ
か
「
武
林
　
去
六
主
人
訂
証
」
の
一
行
が
増
加
︑
本
文
も
こ
れ
に
合

わ
せ
て
一
行
ず
れ
︑
一
葉
裏
の
五
行
目
末
二
字
を
双
行
に
す
る
︒
図
像
も
他
本
と
比
較
し
て
平
板
で
簡
略
な
印
象
が
あ
り
︑
概
本
は
お
そ

ら
く
改
版
さ
れ
た
後
印
本
と
考
え
ら
れ
る
︒
去
六
主
人
な
る
人
物
の
序
や
訂
証
も
改
版
の
際
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

（
12
）  

（
題
辞
・
小
引
）
玩
其
語
意
︑
當
出
同
一
人
之
手
︑
然
則
梯
月
主
人
卽
周
之
標
也
︒
之
標
事
蹟
無
攷
︑
余
僅
憶
明
末
清
初
間
刻
本
︽
封
神

演
義
︾
有
之
標
序
︑
殆
其
人
清
初
猶
存
︒
茂
苑
卽
長
洲
︑
疑
之
標
與
名
畫
家
周
之
冕
爲
兄
弟
行
也
︒

（
13
）  

注
６
張
氏
論
文
参
照
︒
な
お
張
氏
は
『
宣
室
志
』「
周
生
」
を
引
用
し
た
祝
穆
『
事
文
類
従
』
の
「
梯
雲
取
月
」
を
引
く
︒

（
14
）  

『
善
本
戯
曲
叢
刊
』
第
二
輯
三
︒
底
本
は
『
呉
歈
萃
雅
』
同
様
︑
故
宮
博
物
院
蔵
本
と
推
定
さ
れ
る
︒
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（
15
）  

た
だ
し
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
は
分
冊
不
分
巻
︑
巻
名
を
欠
き
︑
か
つ
巻
一
・
二
に
あ
た
る
二
冊
の
み
を
存
す
る
︒

（
16
）  

原
題
：
”呉
中
宛
瑜
子
手
定
“︑︽
凡
例
︾
末
署
”來
虹
閣
主
人
謹
識
“︑
前
有
周
之
標
序
︑
謂
爲
其
手
自
增
訂
武
林
所
刻
︽
珊
珊
集
︾
而

成
︑
則
宛
瑜
・
來
虹
︑
並
爲
之
標
自
號
矣
︒
之
標
有
︽
呉
歈
萃
雅
︾︑
是
書
卽
繼
︽
萃
雅
︾
而
作
︑
自
擬
之
爲
姉
妹
書
︒︽
珊
珊
︾
原
集
戲

曲
多
而
時
曲
少
︑︽
凡
例
︾
謂
：
”此
刻
以
時
曲
爲
主
︑
故
時
曲
增
十
之
五
︑
戲
曲
增
十
之
三
“
也
︒︽
北
京
圖
書
館
善
本
書
目
︾
著
錄
爲
崇

禎
刻
本
︑
余
以
巻
内
”校
“
字
不
諱
︑
必
刻
於
崇
禎
以
前
︑
因
改
題
爲
萬
曆
刻
本
︒

（
17
）  

向
承
仁
兄
所
諾
諸
曲
古
曲
如
「
黃
孝
子
」・「
十
孝
」
等
記
︑
新
曲
如
周
君
建
所
作
︑
望
之
甚
于
饑
渴
︑
不
能
不
向
知
己
再
索
也
︒（
祁
彪

佳
『
遠
山
堂
尺
牘
』「
与
袁
鳧
公
」︑
南
京
図
書
館
蔵
明
抄
本
︑
筆
者
未
見
︒
前
掲
戚
氏
論
文
︑
お
よ
び
譚
坤
「
祁
彪
佳
与
晩
明
曲
家
交
游

考
」（『
中
華
戯
曲
』
二
〇
〇
七
年
第
一
期
）︑
趙
素
文
「
晩
明
戯
曲
家
祁
彪
佳
与
袁
于
令
的
交
游
」（『
九
江
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科
学

版
）』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
）
参
照
︒
以
下
同
︒）

（
18
）  

仁
兄
倘
見
有
佳
傳
奇
︑
乞
多
命
記
室
錄
之
︑
弟
當
一
一
備
筆
貲
及
優
人
傳
冩
之
例
銀
︑
覓
便
羽
奉
来
︒
昨
小
札
中
所
諄
嘱
欲
得
者
︑
古

本
也
︒
新
本
如
周
君
建
之
「
十
快
」・「
魏
璫
傳
奇
」︑
范
香
令
之
「
花
筵
賺
」・「
楊
雄
斑
管
」︑
顧
九
疇
乃
翁
之
「
天
公
醉
」︑
倶
函
欲
一
觀

者
︑
萬
惟
仁
兄
留
神
︒

（
19
）  

『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
︑
一
九
七
五
年
）
の
「
呉
姫
百
媚
」
条
に
は
「
寛
永
六
年
買
本
」
と

あ
る
︒
当
年
は
明
の
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）︑
そ
の
直
前
の
丁
巳
は
万
暦
四
十
五
年
で
あ
る
︒

（
20
）  

王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
六
九
九
頁
︑
合
山
究
「
花
案
・
花
榜
考
」（『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』
所
収
）︑
前
掲
王
氏
論
文
等
︒

『
中
華
再
造
善
本
続
編
総
目
提
要
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
︑
二
〇
一
七
年
）「
呉
姫
百
媚
」
項
も
同
説
を
採
る
︒

（
21
）  

大
木
康
『
蘇
州
花
街
散
歩 

山
塘
街
の
物
語
』（
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
七
年
）
一
一
五
頁
︒
な
お
該
書
の
一
一
四
～
一
三
三
頁
に
『
呉
姫

百
媚
』
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

（
22
）  

詳
細
は
注
21
大
木
氏
著
書
︑
お
よ
び
同
氏
『
馮
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究
　
中
国
明
代
の
通
俗
歌
謡
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
︑
二

〇
〇
三
年
︑
二
三
五
～
二
三
九
頁
）
参
照
︒

（
23
）  

余
偶
輯
『
蘭
咳
集
』
成
︑
質
之
青
門
申
少
司
農
︑
知
其
長
日
無
事
︑
讀
書
自
娯
︑
必
有
餘
間
︑
爲
吾
玄
晏
也
︒
青
門
性
慧
︑
一
目
十
行

俱
下
︑
笑
謂
余
曰
︑「
七
才
子
得
子
表
而
出
之
︑
︙
︙
然
都
是
怨
姫
愁
女
︑
且
大
半
在
小
星
之
列
︒
尹
少
君
與
劉
晉
仲
解
元
︑
有
伉
儷
之

周
之
標
編
著
活
動
考
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雅
︑
晉
仲
又
子
友
也
︒
留
以
待
閨
中
七
才
子
︑
如
徐
小
淑
・
陸
卿
子
輩
︑
更
得
子
表
而
出
之
︑
豈
不
炳
炳
烺
烺
︑
更
足
千
古
︒」
︙
︙
青
門

復
從
難
弟
霖
臣
所
︑
捜
得
『
露
書
』
一
冊
︑
載
有
劉
玄
芝
宮
詞
百
首
︑
選
存
三
十
七
首
︑
欲
余
取
代
尹
少
君
詩
︒
余
咲
曰
︑「
兩
才
豈
相
厄

哉
︒」
遂
附
集
中
卷
四
之
後
︑
先
以
公
諸
海
内
︒
當
今
固
不
乏
才
︑
閨
中
七
才
子
︑
更
爲
訂
而
入
之
可
也
︒

（
24
）  
顧
炎
武
『
聖
安
本
紀
』（『
南
明
史
料
八
種
』︑
江
蘇
古
籍
出
版
社
︑
一
九
九
九
年
所
収
）
上
　
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
八
月
癸
未

に
︑「
以
前
福
建
布
政
使
司
左
布
政
使
申
紹
芳
爲
戸
部
右
侍
郎
兼
都
察
院
右
僉
都
御
史
︑
督
餉
江
北
」
と
あ
る
︒

（
25
）  

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
高
校
古
文
獻
資
源
庫
（http://rbsc.calis.edu.cn:8086/aopac/jsp/indexX

yjg.jsp

）」
参
照
︒

（
26
）  

夫
海
内
文
章
蔚
起
︑
名
公
鉅
儒
︑
掞
藻
抒
奇
︒
或
選
述
書
史
︑
著
輯
墳
典
︑
托
興
喩
物
︑
繼
往
開
來
︑
厥
功
匪
細
︒
若
今
日
名
公
︑
如

張
侗
初
︑
陳
明
卿
︑
徐
筆
洞
︑
鍾
伯
敬
︑
袁
小
修
︑
陳
眉
公
︑
鮑
在
齊
︑
黃
贊
伯
︑
陳
古
伯
︑
馬
君
常
︑
何
悲
鳴
︑
李
爲
霖
︑
李
子
素
︑

周
君
建
︑
周
介
生
︑
支
小
白
︑
諸
先
生
刪
煩
訂
訛
︑
采
擇
群
書
︑
以
策
後
學
︑
其
爲
藝
林
先
鞭
非
乎
︒

（
27
）  

井
波
陵
一
『
新
訳
紅
楼
夢
』
第
三
冊
（
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
三
年
）
第
四
十
回
の
注
を
参
照
︒

（
28
）  

近
如
吾
家
氷
心
氏
︑
能
琴
・
能
簫
・
能
曉
音
律
・
古
今
人
詩
︑
靡
不
披
覧
︑
間
亦
短
吟
︑
而
不
能
長
咏
︒
余
舊
有
牌
譜
而
未
全
也
︒
氷

心
氏
出
胸
中
之
詩
詮
補
無
遺
︒
余
見
而
異
之
曰
︑「
此
騒
壇
之
鼓
吹
︑
酒
社
之
笙
竽
也
︒」
︙
︙
譜
藏
笥
中
︑
爲
日
已
久
︑
近
余
刻
『
女
中

七
才
子
』
一
書
︑
因
憶
此
譜
可
附
以
傳
︒

（
29
）  

（『
珊
珊
集
』）
顧
獨
戲
曲
多
而
時
曲
少
︑
卽
自
高
其
聲
價
而
識
者
相
與
姍
笑
之
︒
︙
︙
向
余
序
『
呉
歈
萃
雅
』
海
内
輒
爲
嗜
痂
︑
此
刻
老

矣
︒『
珊
珊
集
』
繼
起
︑
仍
屬
余
手
自
增
定
︒

（
30
）  

乙
卯
之
役
︑
鎩
羽
南
還
︑
毘
陵
友
人
至
虎
丘
小
集
︒
泛
艇
中
忽
見
麗
姫
︑
妖
姿
艷
質
令
人
目
眩
魂
揺
︒

（
31
）  

な
お
︑
李
雲
翔
も
『
金
陵
百
媚
』
の
序
に
お
い
て
︑
南
京
で
「
鎩
羽
」
し
鬱
々
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
︑
呉
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
妓
楼
に

遊
ん
だ
︑
と
述
べ
て
い
る
（
予
茲
歳
鎩
羽

4

4

金
陵
︑
旅
中
甚
寥
寂
︒
偶
呉
中
友
人
過
予
處
︑
︙
︙
因
偕
予
遊
諸
院
︑
遍
閲
麗
人
）︒
注
１
周
氏

論
文
︑
注
21
大
木
氏
著
書
一
一
六
頁
参
照
︒

（
32
）  

蘇
軾
が
滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
に
作
ら
れ
た
楼
閣
︒
天
王
殿
の
東
に
位
置
す
る
︒
明
末
の
郭
諫
臣
（
一
五
二
四
―
一
五
八
〇
）

に
「
仰
蘇
樓
晚
眺
」
詩
（『
鯤
溟
詩
集
』
巻
二
）︑
黎
遂
球
（
一
六
〇
二
―
一
六
四
六
）
に
「
借
読
虎
丘
仰
蘇
楼
」
詩
（『
蓮
須
閣
集
』
巻

四
）
が
あ
る
ほ
か
︑
清
の
康
熙
帝
が
南
巡
の
際
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
︒
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（
33
）  

巻
一
の
五
名
会
魁
馬
観
（
字
は
幼
蘭
）
の
宛
瑜
子
総
評
に
は
︑
も
と
良
家
の
娘
で
あ
っ
た
馬
観
が
︑
三
度
も
結
婚
に
失
敗
し
妓
女
と
な
っ

た
不
遇
な
経
緯
が
語
ら
れ
る
（
幼
蘭
本
良
家
女
︑
初
適
士
人
兩
歳
相
背
︑
再
適
人
而
遂
強
之
獻
笑
︒
晨
夕
悲
惋
︑
玉
峰
金
生
憐
而
之
収
︑

金
婦
妬
絶
反
計
陷
金
生
以
致
假
命
訐
告
︑
金
生
遂
失
青
衿
︒
而
再
適
之
人
︑
渡
逼
之
爲
不
良
矣
）︒

（
34
）  
八
名
会
魁
金
湘
（
字
は
驚
洛
）
の
宛
瑜
子
評
に
︑
金
湘
が
宛
瑜
子
に
歌
の
勝
負
を
挑
み
︑
宛
瑜
子
は
二
度
も
敗
北
︑
彼
女
の
歌
声
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
︑
彼
女
を
「
奇
女
郎
」
と
称
賛
し
て
い
る
︒（
迫
余
賭
勝
度
曲
︑
余
兩
敗
而
後
勝
︒
驚
洛
纔
一
飛

聲
︑
聽
者
雲
集
︑
無
不
嘆
賞
︒
︙
︙
眞
輩
中
奇
女
郎
也
）︒

（
35
）  

注
９
合
山
氏
著
書
︑
陳
広
宏
「
中
晩
明
女
性
詩
歌
総
集
編
刊
宗
旨
及
選
録
標
準
文
化
解
読
」（『
中
国
典
籍
与
文
化
』
二
〇
〇
七
年
第
一

期
）︑
胡
文
楷
編
著
・
張
宏
生
等
増
訂
『
歴
代
婦
女
著
作
考
（
増
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
八
年
）
等
参
照
︒

周
之
標
編
著
活
動
考
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